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委員等から部会に提出された意見

（第１章 総説、第２章 基本的課題、第３章

基本方向）
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１

）

提
出

先
の

部
会

 ：
総

合
部

会

氏
名

：
  

玉
城

　
秀

一

委
員
　
　
・
　
　
専
門
委
員
　
　
　
　
　
　
　

　
所
属
部
会
名
：
総
合
部
会

章
頁

行
1

1
8

1
2

3
1

・
「
自

立
的

発
展

の
基

礎
条

件
の

整
備

」
は

充
分

に
進

展
せ

ず
・
・
・

・
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
を

取
り

込
ん

だ
経

済
発

展
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

始
動

す
る

兆
し

が
見

ら
れ

た
・
・
・

・
亜

熱
帯

海
洋

性
気

候
に

よ
る

特
殊

病
害

虫
の

存
在

や
塩

害
、

台
風

の
常

襲
地

帯
と

い
う

こ
と

等
の

「
自

然
的

事
情

」

・
進

展
し

な
か

っ
た

理
由

の
例

示
を

挙
げ

る

・
兆

し
が

見
ら

れ
た

例
示

を
挙

げ
る

・
亜

熱
帯

海
洋

性
気

候
で

あ
る

こ
と

の
強

み
も

例
示

し
て

は
ど

う
か

・
5
次

に
亘

る
振

興
計

画
の

評
価

に
繋

が
る

も
の

で
あ

り
、

政
策

の
問

題
点

を
広

く
共

有
す

べ
き

。
・
顕

著
な

成
果

の
事

例
は

今
後

の
政

策
の

基
盤

と
な

る
。

・
南

西
諸

島
に

属
す

る
県

と
し

て
、

温
暖

な
気

候
や

多
様

な
動

植
物

の
分

布
は

強
み

と
も

言
え

る
の

で
は

な
い

か
。

こ
の

こ
と

は
、

後
述

の
海

洋
政

策
の

拠
点

化
に

も
リ

ン
ク

す
る

と
考

え
る

。
1

3
6

・
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
、

物
流

、
外

国
資

本
の

流
入

等
が

進
ん

だ
。

・
物

流
に

お
い

て
は

そ
の

進
展

如
何

に
つ

い
て

明
確

化
す

べ
き

で
は

・
「
物

流
」
は

航
空

、
海

運
双

方
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
を

指
す

の
か

否
か

（
貿

易
統

計
の

裏
付

け
？

）
。

航
空

物
流

に
関

し
て

は
は

ア
ジ

ア
の

ハ
ブ

化
に

向
け

た
仕

組
み

が
構

築
さ

れ
た

と
の

認
識

。

2
1
7

1
9

2
1 ～ 2
4

2
0

・
島

し
ょ

県
特

有
の

閉
鎖

的
な

・
・
・
・
先

行
モ

デ
ル

地
域

と
し

て
、

国
方

針
を

踏
ま

え
積

極
的

に
貢

献
し

て
い

く
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

・
　

・
・
・
を

検
討

し
、

シ
ー

・
ア

ン
ド

・
エ

ア
ー

・
・
・

・
先

行
モ

デ
ル

地
域

と
し

て
国

方
針

を
踏

ま
え

つ
つ

、
沖

縄
ハ

ワ
イ

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
協

力
関

係
を

反
映

さ
せ

る
な

ど
に

よ
り

積
極

的
に

貢
献

し
て

い
く
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

・
・
・
検

討
し

、
国

際
物

流
拠

点
化

の
形

成
・
・
・

・
県

が
推

進
し

て
い

る
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

施
策

の
反

映
も

方
向

付
け

と
し

て
加

え
た

ほ
う

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

・
シ

ー
・
ア

ン
ド

・
エ

ア
ー

の
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

創
出

は
困

難
と

認
識

。
3

2
6

1
7

・
情

報
技

術
を

生
か

し
た

生
産

性
の

向
上

、
比

較
優

位
を

生
か

し
た

付
加

価
値

の
向

上
・
・
・
・

・
情

報
技

術
を

生
か

し
た

生
産

性
の

向
上

、
沖

縄
特

有
の

資
源

を
活

用
し

た
商

品
開

発
等

に
よ

る
比

較
優

位
性

を
生

か
し

た
付

加
価

値
の

向
上

・
・
・

・
比

較
優

位
性

の
あ

る
付

加
価

値
商

品
の

可
能

性
に

言
及

。

※
様

式
の

デ
ー

タ
は

あ
ら

か
じ

め
メ

ー
ル

で
ご

案
内

し
て

お
り

ま
す

が
、

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

も
掲

載
し

て
い

ま
す

。

（
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
に

対
す

る
意

見
）

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

※
意

見
に

つ
い

て
は

、
郵

送
、

F
A

X
又

は
メ

ー
ル

に
て

、
各

回
の

会
議

開
催

１
週

間
前

ま
で

に
、

提
出

先
の

部
会

担
当

者
あ

て
に

提
出

願
い

ま
す

。
　

 〆
切

を
過

ぎ
て

し
ま

い
ま

す
と

、
翌

々
回

の
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に
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あ
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了
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い

。
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（別紙 ２－５）

＜意見＞

※ 様式自由

※ 原則、要点を箇条書きで記載

新たな振興計画（素案）に対する意見書

令和３年７月
沖縄県振興審議会　総合部会　（玉城　秀一）

1．第１章総説、１計画策定の意義においても、沖縄21世紀ビジョンの将来像の実現に
向けた基本計画であることの記述が体系的に必要ではないか。

２．アジアのみならず、世界各地でコミュニティーを形成する沖縄の移住者との経済交
流の促進（貿易）も海外展開政策として重要ではないか。
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）

提
出

先
の

部
会

 ：
総

合
部

会

　
　

氏
名

　
　

仲
宗

根
　

君
枝

委
員
　
　
・
　
　
専
門
委
員
　
　
　
　
　
　
　

　
所
属
部
会
名
：
　
　
総
合
　
　
　
　
　
　
部
会

章
頁

行
2

1
1

4
人

工
減

少
局

面
に

あ
る

我
が

国
に

お
い

て
、

本
県

は
、

出
生

率
及

び
1
4
歳

以
下

の
年

少
人

口
割

合
が

全
国

一
高

く
、

数
少

な
い

人
口

増
加

県
で

あ
る

。

　
　

削
除

８
ペ

ー
ジ

3
3
行

に
は

、
令

和
１

２
年

前
後

に
ピ

ー
ク

を
迎

え
そ

れ
以

降
は

減
少

に
転

じ
る

と
あ

り
、

ま
た

、
2
2

ペ
ー

ジ
2
5
行

以
下

に
は

、
労

働
人

口
の

減
少

が
進

み
労

働
力

不
足

が
懸

念
さ

れ
る

と
あ

る
。

本
計

画
の

期
限

で
あ

る
令

和
１

３
年

ま
で

に
特

筆
す

べ
き

社
会

特
性

に
は

な
ら

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

2
1
1

1
8

本
県

は
地

理
的

優
位

性
や

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

等
本

県
は

東
ア

ジ
ア

の
中

心
に

位
置

す
る

地
理

的
優

位
性

や
前

段
は

島
し

ょ
地

域
構

造
的

な
特

徴
を

指
摘

し
て

い
る

。
い

き
な

り
地

理
的

優
位

性
と

記
述

す
る

と
、

地
理

的
優

位
性

の
イ

メ
ー

ジ
が

不
明

瞭
と

な
る

の
で

、
優

位
性

の
内

容
を

明
確

に
記

述
し

た
方

が
い

い
3

2
2

3
1

早
急

な
対

策
が

求
め

ら
れ

る
。

例
え

ば
、

外
国

人
労

働
者

の
活

用
な

ど
、

対
応

策
の

追
記

を
要

望
早

急
な

対
策

と
し

て
の

対
応

策
を

追
記

し
た

方
が

い
い

と
思

い
ま

す
。

3
6
8

６
９

3
2

１
企

業
、

n
p
o
等

の
地

域
組

織
、

企
業

、
n
p
o
等

の
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

の
活

動
は

、
地

域
組

織
と

の
連

携
が

必
要

な
の

で
、

明
記

し
た

方
が

い
い

か
と

思
い

ま
す

。

※
様

式
の

デ
ー

タ
は

あ
ら

か
じ

め
メ

ー
ル

で
ご

案
内

し
て

お
り

ま
す

が
、

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

も
掲

載
し

て
い

ま
す

。

（
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）
に

対
す

る
意

見
）

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

※
意

見
に

つ
い

て
は

、
郵

送
、

F
A

X
又

は
メ

ー
ル

に
て

、
各

回
の

会
議

開
催

１
週

間
前

ま
で

に
、

提
出

先
の

部
会

担
当

者
あ

て
に

提
出

願
い

ま
す

。
　

 〆
切

を
過

ぎ
て

し
ま

い
ま

す
と

、
翌

々
回

の
会

議
に

お
け

る
対

応
と

な
り

ま
す

の
で

、
あ

ら
か

じ
め

ご
了

承
く
だ

さ
い

。

本
　

　
　

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
　

由
　

　
　

等
（
素

案
）
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意
 

見
 

書
 

様
 

式
 

（
修

 
正

 
文

 
案

 
用

）
 

（
新

た
な

振
興

計
画

（
素

案
）

に
対

す
る

意
見

）
 

 
提

出
先

の
部

会
 ：

総
合

部
会

 
氏

名
：

 
 

渕
辺

 
美

紀
 

 

委
員

 
・

 
専

門
委

員
 

所
属

部
会

名
：

 
 

部
会

 
 （

素
案

）
章

・
頁

・
行

 
本

文
 

意
見

（
修

正
文

案
等

）
 

理
由

等
 

P1
9～

20
 

３
 基

本
的

課
題

 
⑷

 将
来

像
実

現
に

向
け

た
課

題
と

道
筋

 

環
境

の
脆

弱
性

や
島

し
ょ

の
遠

隔
性

を
持

つ
本

県
に

お
い

て
は

、
デ

ジ
タ

ル
に

よ
る

革
新

、
す

な
わ

ち
D

X 
を

積
極

的
に

導
入

し
つ

つ
、

持
続

可
能

な
発

展
を

基
本

要
件

と
す

る
本

県
の

地
域

特
性

に
応

じ
た

So
ci

et
y5

.0
の

実
現

に
向

け
た

俯
瞰

図
、

道
筋

、
工

程
表

等
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
 

本
県

の
地

域
特

性
を

生
か

し
、

新
技

術
の

実
証

試
験

等
を

積
極

的
に

行
う

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

・
ア

イ
ラ

ン
ド

の
形

成
が

求
め

ら
れ

る
。

 
 

「
実

証
実

験
等

を
積

極
的

に
行

う
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
・

ア
イ

ラ
ン

ド
」

と
い

う
記

載
だ

け
で

は
な

く
、

そ
の

実
現

に
必

要
不

可
欠

な
「

規
制

緩
和

」
に

つ
い

て
も

追
加

で
言

及
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
嬉

し
く

思
う

。経
済

特
区

に
お

け
る

税
制

優
遇

と
あ

わ
せ

て
、国

家
戦

略
特

区
を

活
用

し
た

規
制

緩
和

に
つ

い
て

も
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

、ニ
ュ

ー
ノ

ー
マ

ル
時

代
の

成
長

モ
デ

ル
と

し
て

日
本

経
済

の
牽

引
役

と
な

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
ま

た
、

そ
れ

ら
を

実
施

す
る

う
え

で
の

横
断

的
な

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
等

を
発

揮
す

る
司

令
塔

機
能

の
確

立
も

重
要

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

 
 

次
期

振
興

計
画

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
「

だ
れ

が
」「

ど
の

よ
う

に
」取

り
組

ん
で

い
く

の
か

、実
施

主
体

に
つ

い
て

も
踏

み
込

ん
で

記
載

す
る

こ
と

で
、

よ
り

具
現

化
で

き
る

も
の

と
期

待
す

る
。
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（
素

案
）

章
・

頁
・

行
 

本
文

 
意

見
（

修
正

文
案

等
）

 
理

由
等

 
P4

 
２

 計
画

の
性

格
 

２
 計

画
の

性
格

 
本

計
画

は
、

沖
縄

振
興

分
野

を
包

含
す

る
総

合
的

な
基

本
計

画
で

あ
り

、
沖

縄
振

興
の

基
本

方
向

や
基

本
施

策
等

を
明

ら
か

に
す

る
も

の
で

あ
る

。
 

政
府

か
ら

は
「

単
純

延
長

な
し

」
と

厳
し

い
コ

メ
ン

ト
が

出
て

い
る

中
、今

後
は

テ
ー

マ
ご

と
に

目
標

達
成

の
度

合
い

を
示

す
出

口
や

卒
業

の
基

準
が

重
要

に
な

っ
て

く
る

と
思

う
。

「
何

が
達

成
で

き
て

何
が

達
成

で
き

な
か

っ
た

の
か

」な
ら

び
に

「
そ

の
理

由
」

を
明

確
に

し
、「

解
決

で
き

た
課

題
」

と
「

新
た

に
発

生
し

た
課

題
」

を
分

け
、

タ
イ

ム
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

沿
っ

た
戦

略
的

な
交

渉
を

お
願

い
し

た
い

。
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